内容
概要
このドキュメントでは、System Center Virtual Machine Manager(SCVMM)マシンで実行されるCisco Unified Computing System(UCS)Director PowerShell Agent(Cisco PSA Service)からログを収集する方法について説明します。
問題
Cisco PSAサービスは、Cisco UCS Directorソフトウェアと連携するように設定されている場合、インベントリ収集およびその他の管理機能を担当します。データを収集して送信する際に問題が関連する場合、またはUCS DirectorアプライアンスとSCVMMの間で接続の問題が発生する場合は、Cisco TACエンジニアから追加のログを収集してさらに調査するように依頼されることがあります。
解決方法
デフォルトでは、UCS DirectorからインストーラをダウンロードしてSCVMMマシンで実行すると、PowerShellエージェントはC:\Program Files (x86)\Cisco Systems\Cisco PSA Service\directoryにインストールされます。フォルダ構造の例を次に示します。
デバッグとすべてのメッセージを示すログ情報は、logs/フォルダに保存されます。
次に、ログファイルの例の出力を示します。
アクセスポート、アクセスキー、デバッグレベル値などのソフトウェアおよびロギングのプロパティはすべて、props/フォルダにあるxmlドキュメントファイルで定義されます。これにより、エージェントの設定を変更できます。
現在インストールされているバージョンのCisco UCS Director PowerShell Agentを確認して確認する簡単な方法もあります。Microsoft PowerShellコマンドラインで次のコマンドを実行します。
Get-ItemProperty HKLM:\SOFTWARE\Wow6432Node\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall\*
| Select-Object DisplayName, DisplayVersion, Publisher, InstallDate | Where-Object
{ $_.DisplayName -like "Cisco PSA Service" } | Format-Table
コマンドが出力する情報は次のようになります。
Cisco UCS Director PowerShell Agentは、SCVMMがインストールされているMicrosoftオペレーティングシステムでサービスとして実行されます。このサービスは「PSAService」と呼ばれます。 再起動するには、サービスコントロールパネルのアプレットを使用するか、Microsoft PowerShellコマンドラインからRestart-Service PSAServiceコマンドを実行します。